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プラッチーシトンとワタカラをつけていきます 

   
 

 

 
 

 

『プラッチーシトン』 
 
アオギリ科の樹木です。 
主に南半球オーストラリアを中心に
自生しています。 
30 メートルを超える大木で開花期に
は樹木全体を覆うように真っ赤な 
釣り鐘状の花をつけます。 
そんな事から炎の木とも呼ばれて 
います。 
 
綿毛のような細かなトゲが見られる
こともありますが、全体を握るように
持たなければ大丈夫です。 
念のため気をつけて触れてください。 

ワタカラも、お尻の部分に 
たっぷりとボンドをつけて 
ください。 


